
ごみステーションへのごみ出しに係るアンケート調査票      
	町内会・自治会名
	

	記入者氏名
	

	連絡先
	


本市では、ヘルパーや親族、近隣住民等によるごみ出し支援の取組を促進することで、高齢者・障害者等の、 ごみステーションまでごみを出すことが困難な世帯を支援するため、令和５年度より、ごみ出し支援を行う団体に別添チラシのとおり補助金（鶴岡市高齢者等ごみ出し支援事業補助金）を交付しております。
これまでの交付実績について、記載します。
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問１． 当該補助金制度では、ごみ出し支援を開始した年度には、一律で5,000円を補助することとしております。
　　　 なお、継続した補助を行えるよう検討中です。

貴町内会・自治会で、今年度または来年度に、当該補助金を申請する予定はありますか（ひとつに○）。申請する予定がある場合、実施したいと考えている事業内容を備考欄にご記入ください。
なお、今年度または来年度の予算措置をお約束するものではありませんのでご了承ください。
○今年度 …  ①実施したい　　②実施する予定はない　　③今後検討したい　　④わからない
○来年度 …  ①実施したい　　②実施する予定はない　　③今後検討したい　　④わからない

問２．問１の内容のほか、ごみ出し支援の一環で、ヘルパーや親族のごみ出しをしやすくする環境を整備する場合、50,000円を上限に補助することとしております。


貴町内会・自治会で、今年度または来年度に、当該補助金を申請する予定はありますか（ひとつに○）。申請する予定がある場合、おおよその事業費と、実施したいと考えている事業内容をご記入ください（事業内容は備考欄に記入してください）。
なお、今年度または来年度の予算措置をお約束するものではありませんのでご了承ください。
○今年度 … ①実施したい（事業費：約　　　　　円）　　②実施する予定はない　　③今後検討したい
④わからない
○来年度 … ①実施したい（事業費：約　　　　　円）　　②実施する予定はない　　③今後検討したい
④わからない

問３．当該補助金に関してご意見などがありましたらご自由にお書きください。


問４．本市では、地域の生活環境の保全と美化活動、生活系ごみ等の減量を積極的に推進するために推進員制度を設け、町内会等の住民自治組織から推薦していただいた方に活動をお願いしております。推進員の方に対して報奨金をお支払いしておりますが、住民自治組織の方、推進員の方の双方からお支払先についてご相談をいただきます。
　　　そのため、当課ではお支払先を個人または所属団体（町内会、自治会等）のどちらかを選択できるようにすることを検討しています。
　　　今後の検討材料として皆様からもご意見をいただきたく、どちらのお支払先が望ましいと 考えられますか。あてはまるものひとつに〇をつけてください。
①個人口座への支払い　　　②どちらでもよい　　　③所属団体（町内会等）への支払い
問５．本市では、リチウムイオン電池を中心とした電池類が原因と思われるごみ収集車やリサイクルプラザの発火事
故が毎年発生しております。電池類を取り外せない・取り外すことが難しい製品（３０ｃｍ未満）の分別区分を、「金属・その他」から「蛍光管・乾電池等」に変更することを検討しております。
　今後、市広報などでもお知らせしてまいりますが、分別変更についてより広く市民の皆さまにPRするため、
現時点での案ではございますが、別添の内容のパネル（ラミネート加工）の作製を予定しております。
　つきましては、貴会内にあるごみステーションに設置していただきたく、ご協力いただける場合は、パネルの

必要枚数や穴（ハトメ処理済）の要否を以下によりご回答ください（ひとつに〇）。

①パネルの配布を希望する　　　②パネルの配布を希望しない
（上記①を選択した場合、以下に必要部数を記入ください）
・パターン１（案）
	パネルサイズ（ｃｍ）
	４か所穴あり
	上２か所穴あり
	穴なし

	Ａ４判（縦22㎝×横30㎝）
	枚
	枚
	枚

	Ａ３判（縦30㎝×横43㎝）
	枚
	枚
	枚


・パターン２（案）
	パネルサイズ（ｃｍ）
	４か所穴あり
	上２か所穴あり
	穴なし

	Ａ４判（縦30㎝×横22㎝）
	枚
	枚
	枚

	Ａ３判（縦43㎝×横30㎝）
	枚
	枚
	枚



問６．その他、廃棄物行政全般に関してご意見などがありましたらご自由にお書きください。

本アンケートの結果については、今後の廃棄物関連施策を検討する際の資料として活用させていただきます。
なお、アンケートの記載方法や、鶴岡市高齢者等ごみ出し支援事業補助金についてご不明な点等ございましたら　以下の問い合わせ先までお尋ねください。
また、今年度に鶴岡市高齢者等ごみ出し支援事業補助金の申請をお考えの場合は、市ホームページに掲載しております交付要綱と申請の手引きをご確認のうえ、事前に環境政策課までご相談をお願いします。
アンケートへのご協力ありがとうございました。
次頁も回答ください





【これまでの交付件数と実施例】


〇令和５年度


　　・支援事業：２件　　　　　・環境整備事業：２件


〈実施例〉


　　・高齢者を対象とした有償ボランティアによる支援活動の実施。ごみステーションまでごみ


　　　を出すことが容易ではない高齢者に代わり、ヘルパーの方が収集日に合わせたごみ出しが可


　　　能となった。


　　・ごみ出しが困難な世帯の把握を行い、ごみ出しの介助を行った。


　　・ごみ出し困難世帯から悪天候などにより収集日にごみを出すことが難しいため、前日からご


    　み出しを認めてほしいという要望に対し、ステーションの開閉部分を扉に整備して鳥獣被害


　　　などの防止対策を整えることで支援を行った。





〇令和６年度


　　・環境整備事業：４件


〈実施例〉


　・ネットを被せるだけのステーションからステンレスメッシュのステーションに変更。


　　ごみ出し困難世帯の前日からのごみ出しや資源ごみの排出もできるようになった。


　・町内会で話し合い、高齢者、一人暮らしのごみ出し困難世帯への対応として、片開きの戸に


して、屋根を取り付けた。それにより、鳥獣に荒らされる心配がなくなり、ヘルパーの方や


近所の方が、収集日以外でもごみ出しが可能となった。


　　・ネットからサッシの扉にすることで、小動物から荒らされなくなった。特に冬だと雪や路面


　　　の凍結により危険があったが、改修により前日から出すことができるようになり、安全面に


　　　も配慮した事業を行うことができた。





【補助対象となる支援事業の事例】


・ごみ出しを支援した場合の御礼の目安などのルールを定める。


・ごみ出しを支援する当番を決め、町内会がその人に毎月一定金額を支払う。　　など


※ごみ出し支援に関する仕組みや組織、ルールを設ける取組が補助対象になります。








備考





【補助対象となる環境整備事業の事例】


・ごみを収集日まで保管しておく容器を設置する（ごみは収集日当日の朝に近隣住民等がごみステーションまで移動する）。


・ネット型のごみステーションを、小動物が侵入できない箱型のごみステーションに置き換える。


・ごみステーションの開閉部分をネットから扉に変更する。　　など





※ヘルパーや親族が来る時間帯とごみ収集の時間帯が合わないため、ごみ出しの時間にごみを出せない世帯を支援するため、収集日の前日以前からごみを出せる環境を整備する事業が補助対象になります。


※あくまで、上述のようなごみ出し支援に資する環境整備が対象ですので、既存のごみステーションの単なる更新・修繕・拡張等は補助対象とはなりません。





【事業の流れ】


１．地域の中でごみ出し困難世帯の状況を踏まえ、話し合い、対応策を検討した「事業計画書」を作成してください。


２．話し合いをもとに提出書類を整備し、事業開始前に交付申請を行ってください。


３．補助金交付指令書が届きましたら事業を実施してください。


４．事業実施後、成果や改善点などを話し合い、必要書類を整備し、実績報告を行ってください。


５．実績報告書確認後、補助金をお振込みさせていただきます。





【事業の流れ】


１．地域の中でごみ出し困難世帯の状況を踏まえ、話し合い、対応策を検討した「事業計画書」を作成してください。


２．話し合いをもとに提出書類を整備し、事業開始前に交付申請を行ってください。


３．補助金交付指令書が届きましたら事業を実施してください。


４．事業実施後、成果や改善点などを話し合い、必要書類を整備し、実績報告を行ってください。


５．実績報告書確認後、補助金をお振込みさせていただきます。





備考





記入欄





次頁も回答ください





次頁も回答ください





記入欄





〒997-0011　鶴岡市宝田三丁目13-6


鶴岡市市民部環境政策課


担当：元木


TEL：35-0160　FAX：22-2879


Mail：kankyo@city.tsuruoka.yamagata.jp





市ホームページの


二次元コード
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